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【目的】97年 12月 に 開催 され た COP3 で は 先進国及び 市場経済移行 国の 温 室

効果ガ ス 排出削減目的を 定め た 京都議定書が採択 され 、わが鬧は2008年か

ら 2012 年の 二 酸 化炭素等 の 温 室効果 ガ ス 排出量 を 1990 年比 6％削減する こ

とが 国際的な 責務と な っ た 。こ の よ うな背景の 中、＝ ネル ギーの 安定供給

の 確保、地 球環境問題の 対応の 観点か ら石 沺 代替エ ネル ギ
ー

と して バ イ オ

マ ス 燃料製造 を研 究課題 と して 取 り組ん だ．バ イ オ エ タ ノール の ガ ソ リン

への 添加 需要が 拡大 す る 中、バ イ オ エ タ ノ
ー

ル の 生 蓙 方式は カス ケ
ー

ド方

式 に よ る半連続発酵法が 多く採用 され て い るが 、生 産性は高くな く、高ま

る世界 の 需要 を充分 に満た す こ と は で きない 。我 々 は 、培養槽内の 菌体を

リサ イクル し高濃度 に保 ちな が ら、CO2 排出量を指標 とす る基質制御法を

用い 世界最速 の エ タノ
ー

ル 発酵法 を確立 し、その 需要 を満た す 日的で 研究

を行 っ たe 【方法及 び結果】我 々 は酵 母よ りも発酵 速度の 速い Zvmoni．onas
m．eiritis を用 い た。　 St ベ ン チス ケ

ー
ル で発 酵缶 内 には 菌体制御用 濁度 セ ン

サ
ー

及 び CO2 の 排 出量を指標 とす る A質濃度制御用 マ ス フ 卩
一

メ
ー

タ
ー

を

取 り付け長期連続発 酵 を 試み た。原料 は グル コ
ー

ス 、ス ク ロ
ー

ス 、コ
ー

ン

ス タ
ー

チ 、ケ イ ンモ ラセ ス を使用 した．そ の 結果 、何れ の原 料を用い て も

エ タ ノ
ー

ル 9．7．5ml／lhの 高い 生産速度 で 250時 間以 上の 長期安定運 転が可 能

に な り超 高速 高効 率連続 エ タ ノ
ー

ル 発 酵 生産事業化 の 日処 が つ い た 。
（注 ） 特 許 出願 済 み
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【目的】通常フ マ ル 酸発酵で は 、pH コ ン ト ロ ール が 必 要で あ る。こ の 場 合 、
培養液 中の pllは炭 酸カル シ ウム な どで 中和され 、カ ル シ ウム 塩 な どの 形 で

培養液 中に蓄積 され て い る．遊離の フ マ ル 酸を 生 産 す る場合、生 産 物が 塩

で は回 収精製が 困難 とな るた め pKa よ り低い pH 下で の 培養 が必 要 で あ 歓

本研 究で は 、低pH 下で の フ マ ル 酸生 産 の 可能性 にっ い て 検討 し た。【方 法
・

結果 】高収率で フ マ ル 酸 を生 産す るため に、フ ラス コ 培養に よ り酵丹 エ キ

ス 、乾燥酵 母、CSL 、硫安の 4 種類 につ い て 窒 素源 の 検討 を行 っ た ．結 果

は 、CSL を用い た 場合、硫安 を用い た 培養 と比 較 し、生 韲 量 が 2 倍 にな っ

た。さ らに 、最適 CSL 濃度 2g！lの 条件で エ ア リフ トバ イ オ リア ク ターを用

い て ス ケ
ー

ル ア ッ プ を試み た結 果、水酸化ナ トリ ウム を 中和剤 と して pH6
に制御 した場合、炭酸 カル シ ウム を用い て pH5 に制御 し た場合、い ずれ も

4〔〕gtit 以前の 2倍 以上 の 生産 量 に な っ た。現在 は 、低pH ドで の 培養 に つ い

て 検討 中で あ る、，

【目的 】 現 在 Rhi．zoPus 　ot）zae 　M168S に よる フ マ ル 酸生産 を検剖 して い る

が 、そ の 対 糖 収 率 が 低 い こ とが 大き な問題 で あった．，そ こ で 対糖収率 をあ

げ るた め に 窒 素 源 の検 討 を 行 っ た と こ ろ、torn 　steep 　liquor（CSL ） の 微

量 の 添 加 に よ リフ マ ル 酸 の 生 産量 が ．菩 し く増加 した 、，こ の CSL に よる フ マ

ル 酸 の 増収 効果 に つ い て 解析 した。
【方法 ・結 果 】

　前 培養 GSL で の 濃度 を 3ml1］と し、本培養 で の 〔：SL濃度 を0、0．5、1．（）、
2．0、S．Og肚 変化 させ フ ラ ス コ 振盪培養 を培養 を行った．また前培養GSL

濃 度 を O　ml ／1と して 同様 に培 養を行 った とこ ろ 、前培養 に CSL を添加 し な

か っ た もの は菌が す べ て 凝 集 して しま っ た．そ れ に 対 し前培 養に cSL を添

加 した もの は、本 培 養 GSL 濃度 3．（，酬 以 外の 濃度で は 菌の 凝集は 見 られな

か った 。これ に よ り前 培 養 と本 培 養に そ れ ぞ れ 至 適な濃度の CSL を添加す

る と菌 糸形 に影 響 が 見 られ 、結果 的に フ マ ル 酸 の 収量が増加 す る こ とが 明

ら か と な っ た。
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